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大学と機動隊
＆

風

田中 定

先日Ａ新聞の東京本社から記者がやってきてわたくしに会いたいという。来意をきくと「大学と機

動隊」というテーマでわたくしと話がしてみたいということであった。わたくしは大学に機動隊を入

れたことがある。しかしだいぶん前のことなので近頃は思い出すこともなくすごしていた。それを思

い出させられ語らせられることはわたくしにはかなりの抵抗を感じさせられることであった。

「あなたは昭和42年10月と43年２月と２回機動隊を入れておられる。しかしそれきり機動隊を入れ

ておられない。佐賀方式の名で有名なあなたの大学であるがそれにしては機動隊導入の回数が意外に

少ない。それはどうしたことか｡」

記者はこんなに口火を切ってくる。わたくしもつい話しはじめるはめになった。

大学に機動隊を入れるということはたいへん大きな問題であるし，なかなかふみきれるものではな

い。もしいつもかつも大学が機動隊を入れるようなことをしていたら大学にたし､する社会のイメージ

はこわれてしまう。だから大学の内部で努力に努力をかさねねばならない。辛抱に辛抱をしてのり切

っていくことを第一としなければならない。この頃はそうしたことでどうにかやっている。以前はわ

たくしたちがいくら努力して話をしてみても相手が個人のときは別としても相手が多数のときはそこ

からは「ナンセンス」ということばがかえってくるばかりであったが，このごろではそういうことは

なくなった。相手の方にもそんなふうな変化が生じてきたように思われる。

「その相手の動き，いや変化についてもおききしたい。しかしとりあえず42年と43年に機動隊を入

れられたときのことをおききしておきたい。４２年10月はストライキ中でしたね，ストライキ中に機動

隊を入れられたのは機動隊でストライキを鎮圧しようとしたという解釈をする人もある｡」

正確にいえばストライキの処理がつかないまま迎えることになった定期試験のときに機動隊をいれ

た。順序としてはストライキを収拾することが先決問題であり，定期試験はある程度おくらせても仕

方がないと思う。しかしわたくしは学年暦できめられた期間どおりに試験を行うことにした。そうす

る以外にはなかった。なぜならいつになったらストライキが収拾できるか見とおしをたてることがで

きなかったからである。ストライキを解決してそのあとで試験を行うというようなことを考えていた

のでは結局試験ができなくなる。試験ができなければ卒業生を出せないし新入生を迎えることも困難

になる。いわば大学は社会的責任を果たすことができなくなる。

もっとも学生のストライキを収拾する方法が全然なかったわけではない。それは学生処分に端を発

したストライキだったので処分を解除さえすればできたわけである。しかしそんなことをするくらい

なら最初から処分なんかするわけがない。友人が遠方からやってきて処分を解除したらどうか，そう

すれば苦労しないでいいではないかとすすめてくれたことや，わたくしは身心ともに疲れはてていた

⑨

４句

Ｕ

＃

⑨

３



時だったので友人がわざわざ見舞にきてくれたことがとても嬉しかったことや，しかし友情に泣きな

がらも「いつかは解除するよ，いまは出来ないことだよ」そんなことをいったことを思い出す。

機動隊導入の決意をしたことが何べんかある。

ストライキの初期に学部長が長時間にわたってとじこめられた。どうしても救出することができな

いので機動隊導入を決意した。このときは最後の説得が効を奏したので実さいには導入しないですん

だ。その直後にも決意したことがある。それは旧い建物をこわして新しい建物をつくることにしてい

たのであるが，100名近くの寵城組がそこにこもってしまった。みんなで説得にあたった。しかしど

うしてもきいてはくれない。そこでみなで話し合った結果さらに説得をつづけてみよう，それでもだ

めだったら機動隊を導入して排除することにしよう，という方針をきめた。このときも最後の説得が

効を奏したので機動隊はいれなかった。そして第３回目に定期試験を行うために機動隊導入を決意し

実さいに導入したのである。

４２年９月28日定期試験開始。試験時間割はすでに２週間前に公示済みであり，それに対してストラ

イキ学生は教室封鎖をした。２７日午後９時,学生部長より｢学生との接触が完全にとぎれた」との報告

を受け，「八方手をつくして接触をとり戻すよう努力されたい」と強く要請する。午前２時，学生部

長は接触をとり戻し最後の会談を開始する。６時30分，数名の「もと学生」を同道して学生部長来訪。
それからのことはかいつまんでいえばすべてわたくしが独断でやったことである。何をやったかと

いえば試験期日を延期したということである。わたくしはそれらの諸君に向って「いますぐ諸君を復

学させることはできない，場合によっては数年待ってもらうだろう，くわしいことはいまはいえない

が大学としてそういったことを検討しはじめていい，諸君もそれにこたえて諸君の間で話をまとめて

もらいたい」と申し入れた。これにたいして「自分たちも話し合ってみよう。そのため３日間試験を

のばしてくれないか」という。

こんな独断的なことをやったことはかって例のないことである。大学はストライキの経験をこれま

でにしたことがなかった。わたくしにもその経験はない。どういうふうに対処したらよいのかわから

ないので毎日のように会議を開いて方法を考えてきた。そういうつみかさねが，学生のストライキは

みとめようにもみとめようがないとか，授業は絶対にやすまないでつづけるとか，当分の間は処分学

生は相手にしないとか，その日わたくしが独断でやったようなことが絶対にできないようにうず高く

できあがっていた｡､独断は義理にも許されない事情にあった。それにもかかわらずこのことが評議会

は勿論のこと全学部の承認を得ることができたばかりでなく延期期間３日というのを５日にして説得

これつとめようではないかということになった。

わたくしが大学の教官譜君にうったえたのは次のようなことであった。

「わたくしはみんなで勉強してきめたことをくずすことはできない。けれどもその勉強に大きな見

落しがなかったかどうか周到な反省を欠くことはできない。その反省のなかで，もし機動隊をストレ

ートに入れたとする。機動隊を入れたらすぐに記者会見をしなければならない。記者諸君にどういっ

て話せばよいか考えてみた。そして記者藷君と背後にひかえるたくさんの人々に事柄をよく理解して

もらうために独断でこういうことをやってしまった，すまないことをしたように思うが了承してもら
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いたい｡」

ストライキ中にうれしかったことといえば先に述べた友人が見舞に来てくれたことと大学のみんな

がわたくしのこの独断を承認してくれたことだ。

またこれでストライキも終ると考えた。しかしこの期待は完全にはずれた。その間の事Ｉ情は大衆指

導のむつかしさ，の一語につきよう。長期の大ストライキには最初からの第一指導部のほかに第二，

第三の指導部ができてしまう。わたくしが話し合ったのは第一指導部の諸君だったので，ほかとの話

しをつけることが結局出来なかったらしい。５日間はたってしまいストライキ学生による教室封鎖の

かためはますますつよく，遂に機動隊の導入をして試験を実施したのである。

その直後に記者会見を行い「機動隊を入れたのは卒業生を送り出し新入生を迎えるためである。ス

トライキを事前に収拾することができなかったことは遺憾である」という話をした。これに対して記

者譜君も意地悪な質問をすることもなく納得してくれた。

４３年２月８日，第２回目の導入をやったのはかん禁事件があってその救出のためであった。救出し

てみて驚いたことはぐずぐずしていたら人を１人殺してしまったなアということであった。人間の生

命というものは実に微妙なもので，あんな特別な環境の中では予想し得ない急変がおこる。わたくし

はその時の驚きをいつまでも忘れることができないであろう。

大学と機動隊という，本来なら大学は大学だし機動隊は機動隊だし両者の間には性質上のつながり

は見出だせないものを並べ立てるということはまったくおかしなことである。だけど現状では大学は

大学だけではやっていけない場合があり，こんな時に大学の苦悩はなみたいていのものではない。大

学は苦悩し大いに勉強もしていまの時代をのりこえて行くよりほかにない。大学は大学自体のこの苦

悩と勉強を〆何かことが起れば機動隊で片づければよいというふうに割り切ってしまって忘れるよう

なことがあってはならないとわたくしは思う。

（筆者佐賀大学長）
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国立大学協会会館増築
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２階１４ｍi側1階平面図
１

会館増築平面図

｡

昭和46年11月の第49回総会で承認された国立大学協会会館増築が，昭和47年度各大学の臨時会費350万円

および寄附金その他250万円計600万円をもって，東京大学施設部の設計管理，株式会社中野組の請負工事

で昭和47年６月着工，昭和48年２月上図のとおり竣工し，去る３月１日増築披露式を行なった。これによっ

て階上の会議室は従来の１室が３室になり，また階下の事務室の狭陵もある程度緩和されることになった。

（事務局）

、
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報 告Ａ事業

両

都留第６各常置委員長，清水医学教育特別

委員長が出席して，来年度予算の重点事項

その他当面の大学問題に関し要望ならびに

意見の交換を行なった。

(3)西ドイツとの国際交流について

このことについてはかねてご報告してお

いたが，その後国立大学協会から６名の学

長を招待することが決定した旨先方から内

報（資料４）があったので，去る１月10日

私と後藤第５常置委員長が同道してドイツ

大使館に赴き打合わせた結果，早急に人選

を行なう必要に迫られたので，同日午後会

長，両副会長，後藤委員長が協議し渡独時

の会長のほかに，地区，専門等を考慮し，

加藤副会長，後藤第５常置委員長，芦田名

古屋大学長，井上奈良教育大学長，飯島広

島大学長を候補者として選定し，これにつ

いて理事会開催を省略し書面をもってご意

見を伺ったが，その結果全員のご了承を得

た。その後関係学長や文部省およびドイツ

大使館とも打合わせを行なって準備を進め

ている。訪独の日程は，５月21日から６月

９日の予定である。

なお，このことについては明年度先方の

学長をわが国に招待する必要もあるので後

刻ご意見を伺いたい。

(4)第３次調査研究報告書の作案・審議日程

について

かねて各大学に照会していた「大学改革

に関する問題点のアンケート」回答がほぼ

集まったので，去る１月17日各研究部会の

1．諸会議議事要録

（１）理事会議事要録

日時昭和48年２月28日（水）午後１時～午

後４時

場所国立大学協会会議室

出席者加藤会長

加藤（六）副会長

丹羽，臼淵，加藤（陸),石原，石田，

宮島，都留，芦田，今西，榊原，井

上，谷口，北村，池田，中村各理事

谷田第２，後藤第５各常置委員長

戸田監事

会長より開会のあいさつがあってのち，丁子

次長より配付資料の説明があり，前回の議事要

録の朗読は省略し，議事に入った。

１．会務報告

会長より前回（47.11.28）以後の主な事項

について，つぎのとおり報告があった。

（１）国大協会館の増築について

会館の増築が竣工したので，明３月１日

午前11時より竣工式を開催する旨報告，併

せてお礼を述べた。

１２１文部大臣との懇談について

文部大臣の更迭が行なわれ，また，来年

度予算査定の時期も迫っていたので，去る

１月６日奥野文部大臣，河野政務次官その

他文部省幹部と懇談を行ない，国大協から

は会長，両副会長，宮島第１，谷田第２，

｡
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上

｡

｡
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合同会議を開催し，これ等の回答を資料と

して今後どのように第３次（大学改革に関

する）調査研究報告書をとりまとめて行く

かについて審議し，併せてその審議Ⅱ程に

ついて協議したが，その際昨年秋の総会の

ときご報告した審議予定表を資料５のとお

り変更することになったのでご了承を願い

たいと述べられ，了承された。

(5)筑波大学に関連する法的措置について

去る２月５日大学運営協議会を開催し，

筑波大学に関連する法律改正案について文

部省側から説明をきいたが，これについて

大学運営協議会として問題点を検討し意見

のとりまとめを行なうため，去る２月17日

各研究部会主査である臨時委員の会議を開

催して原案を協議し，これを本日午前の大

学運営協議会に諮って別紙資料６の案を得

たので，後刻ご審議を願いたい。

(6)その他

伺第１回大学団体懇談会について

前回ご報告した第１回国公私立冬大学

団体の懇談会を，去る12月８日国立大学

協会の主催で開催し，単位互換の問題，

卒業予定者の就職問題その他当面する共

通の諸問題について自由な意見交換を行

なった。今後随時この組織を通じて懇談

を行なって相互の意志の疎通をはかるこ

ととし，次回は私立大学連盟が主催する

ことになった。

（ｲ）BritishCouncil関係懇談会について

去る２月22日オクスフオード大学Sir

FredericDainton教授が来日した機会

に昼食会を開催し，国大協から私と丹羽

北海道大学長，宮島東京教育大学長が出

席して大学問題等について意見交換を行

なった。

け）日教組との会見について

去る２月26日日教組よりの申し入れに

より会長，谷田第２常置委員長ならびに

都留第６常置委員長が日教組槙枝委員

長，畠山大学部長，福島情宣局長と会見

し,教員待遇改善,入試改善ならびに筑波

大学の諸問題について懇談を行なった。

２協議

（１）西ドイツとの国際交流について

後藤第５常置委員長より，このことにつ

いては第５常置委員会において検討し理事

会，総会にも報告した。第５常置委員長と

しての私も参加することが適当かどうか疑

義がないわけではないが，明年西ドイツ側

を招待することについて予算折衝その他の

関係もあるので参加を受けることにしたと

述べられた。

ついで，西ドイツ側は初めから加藤会長

の訪独を希望していることであり，４月に

会長が改選され，５月に新会長が行けるか

どうかも目下のところ疑問がないわけでは

ない。もし，新会長が行けないことになっ

た場合は，加藤会長が前会長として参加す

ること，その際は,国大協の臨時委員に委嘱

することを本日の理事会で承認しておくこ

とはどうかと意見が出され，了承された。

(2)役員・委員等改選手続について

本年６月の総会の際には，理事，監事，

会長，副会長および常置委員会委員．委員

長等役員等の改選が行なわれるので，その

手続について事務局長より資料７～13によ

って説明があり，協議の結果，つぎのとお

りきめた。

①地区代表理事（世話人）の選出につい
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